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平成３ ０ 年度事業計画

自 平成 30 年 4 月 1 日 

至 平成 31 年 3 月 31 日 

Ⅰ 事業運営方針 

京都府公園公社では、 京都府における都市公園等の効率的な管理運営、 公園緑化

及びスポーツ・ レ ク リ エーショ ン等に関する事業を通し て、 府民の健康で心豊かな

生活の向上並びに地域振興に寄与するため「 スポーツ振興事業」「 地域振興事業」「 緑

化推進事業」 を柱と し て事業展開を図っ ていると こ ろ である。

指定管理業務を進めるにあたり 、

○ 利用者フ ァ ースト のサービスの向上

○ 安全・ 安心で快適な公園づく り

○ 健康づく り やスポーツ活動（ スポーツ参加率の向上） の拠点づく り  

○ 活力ある地域づく り  

○ 地域防災への取組み 

○ 緑化の推進 などに向け、 下記のと おり 取り 組む。  

2020 年 東京オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク の国際的スポーツ イ ベント に向けて

創設し た「 スポーツ・ 緑化基金」 を 活用し て開催する「 2020 東京オリ ンピ ッ ク ・ パ

ラ リ ンピッ ク 記念事業」 の実施に向け、 プラ ン を作成し 関係団体等と の連携を 深め

着実に進めていく と と も に、「 東京 2020 応援プログラ ム」 等への参画により 機運を

高める。 また、 上記基金事業の背景と なっ た「 スポーツ支援事業」 及び「 青少年交

流事業」 についても 拡充を図る。  

生涯スポーツの祭典である 関西ワールド マスタ ーズゲームズ 2021 のオープン競

技であるフ ラ イ ングディ スク 競技の太陽が丘開催が決定し たこ と を 受け、 関係団体

と 競技の普及及びイ ベント 開催に取り 組み、 国際イ ベント の機運を 高める。  

山城総合運動公園における年間を 通し ての開園（ 何末年始を 除く ） の定着による、

利用機会の拡大を 引き 続き 進めると と も に実施検証を 行い、 より 一層利用者サービ

スの向上に取り 組む。 また、 レ ンタ ル事業やフ ード コ ート 事業、 行政手続き 等、 ワ

ンスト ッ プサービスの推進など利用者フ ァ ースト の運営を 推進する。  

公園の半分を 占める樹林地の管理については、 専門家を導入し 引き 続き 適正管理

に取り 組んでいく と と も に、 樹林地の資源を 活用し 、 地球温暖化防止、 森林の育成

と 活用が循環する社会の実現、 生物多様性の保全等を 目的と し た木質バイ オマスの

活用について、 社会化実験の実施と 調査・ 研究を行う 。  

６ 月末までの期間、 山城総合運動公園の体育館吊り 天井の耐震化工事に伴い体育

館が休止と なるが、 利用者への周知並びに安全対策に万全を期す。  

伏見港公園においては、フ リ ーゾーン（ 園地） を活用し た事業展開の拡充に向け、

連携団体の拡大と 事業の企画・ 試行開催を進める。

なお、 指定管理業務において提案し た事項について、 スケジュ ール、 進捗状況を

確認・ 調整し 、 適正に推進する。  



1 公益目的事業の推進 

    ( 1)  スポーツ振興事業 

当公社スポーツ振興計画により 、 スポーツ環境の整備を通し て、 明

るく 活力に満ちた府民生活の実現、 府民の健康づく り や豊かなスポー

ツラ イ フ の実現を 目指すための拠点づく り に取り 組む。

     1)  イ ベント 事業 

         公園への来園がスポーツ活動へのき っ かけづく り と なるため、 公園

の特性を生かし たイ ベント を関係団体と の連携により 実施する。  

幅広い世代の方々が気軽に参加でき る新たなイ ベント の開催に向け

て、 地域で活動さ れている団体等と の連携を 拡大し 、 実施に向けて取

り 組む。  

2)  スク ール事業 

         広く 府民の方々が生涯にわたっ てスポーツに親し み、 健康づく り に

取り 組めるよう 、 多種目のプログラ ムを設定し 、 参加へのきっ かけか

ら 自主活動の支援までを 行う 。  

     3)  競技力向上の普及・ 啓発、 子ども 達の交流を 図るこ と を目的と し た事

業 

①  スポーツ・ 緑化基金事業 

2020 東京オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク 、 2021 ワールド マスタ ー 

ズゲームズに向け、 スポーツの魅力を伝え、 こ ども たち が夢・ 感動・

勇気を 共有でき る よ う な記念イ ベン ト を 開催する ため関係団体と 企

画・ 調整を 進める。  

②  スポーツ支援事業 

           「 競技スポーツ」「 生涯スポーツ」「 地域活性化スポーツ」 をさ ら に

推進するため、スポーツ団体等が山城総合運動公園や伏見港公園、府

民スポーツ広場を フ ィ ールド と し て各事業に取り 組めるよう 、当公社

が資金や施設面において支援を 行う 事業を実施する。  

 学校の休み期間中の利用について、 教育機関を 対象に施設利用につ

いて支援を 行う 。  

③  青少年交流事業 

     スポーツ や緑化活動を 通し て京都府と 福島県の子ども 達と の相互

の交流を図る。  

④  教育機関と の連携事業

スポーツ活動の継続を 支援するため、学校教育と の連携を 広げ、子

ども たち の健全育成と スポーツ 活動及び競技力の向上を 地域で取組

み、 また指導者の養成・ 育成を 図る。  

学校体育と 社会体育（ 太陽が丘スポーツク ラ ブ） の連携事業のモデル

ケースと なる よう 充実を 図る。   

      4)  京都府総合型地域スポーツク ラ ブと の連携の拡充

イ ベン ト の協働開催や情報交換など活発な交流を 図り 、 京都府南

部のスポーツ人口の拡大と 健康の増進に向けて取り 組む。   



 ( 2)  障がい者スポーツの利用促進 

障がい者スポーツの普及・ 振興を 図るう えではノ ーマラ イ ゼーショ

ンの利用環境を 確保する必要があるこ と から 、 関係団体と 実施し た現

状調査を 踏まえ、 利用の促進に向けハード ・ ソ フ ト 両面の課題解決に

向けて取り 組む。  

また、 障がい者と 健常者が一緒に活動でき るプログラ ム等の開催に

向け、 関係団体及び京都府総合型地域スポーツク ラ ブ連絡協議会山城

ブロッ ク 等と 協議し 、 実施に向けて取り 組む。

( 3)  地域振興事業 

地域と の連携・ 協働、 府民参画の拡充により 、 魅力ある公園づく り

と 地域の活性化につながる事業の展開に取り 組む。

     ア 山城総合運動公園関係

① 京都大作戦の開催（ 夏の野外コ ンサート ）

      ② 緑のウォ ーク ラ リ ー、 宇治・ 太陽が丘スイ ート リ レーマラ ソ ン、 グル

メ リ レ ーマラ ソ ン などのラ ン ニン グイ ベン ト 、 宇治市こ ども まつり な

どの実施

③ 地域で活動し ている団体などによる公園音楽会（ 楽器店と のコ ラ ボ） 

など文化事業の開催 

④ 話題のスポーツ やニュ ースポーツ、ラ ンニングイ ベント 、地域の音楽

イ ベント など、 新たな連携団体と 企画・ 調整を 進め、 開催に向けて取り

組む。

⑤ 自然ゾーンを活用し た体験イ ベント や防災、 交通安全イ ベント など、

関連団体と 連携し て開催する。

⑥ 公園の魅力向上と 多様なニーズの掘り 起し 、府民参画による公園の利

活用を推進するため、 ワーク ショ ッ プの開催に向けた準備を進める。

イ 伏見港公園関係

      ①  地域の観光資源や産業資源と の連携による 伏見港まつり 、 納涼盆踊

り 、 こ ども フ ェ スタ 、 伏見ウォ ーク ＆サーチ（ 伏見探検隊）、 などの開

催 

②  公園園地を 活用し た遊びの要素を 取り 入れたイ ベン ト の開催に向け

て取り 組む。  

    ( 4)  緑化推進 

自然ゾーンの手入れにより 計画的な緑化を推進し 、 緑豊かな森への

再生による 魅力ある公園づく り を 進め、 自然と ふれあう 機会の拡充

により 健全な心身の育成を図る。  

      ①  公園の半分を占める樹林地の資源を活用し 、地球温暖化防止、森林の

育成と 活用が循環する 社会の実現、 生物多様性の保全等を 目的と し た

木質バイ オマスの活用について、社会化実験の実施と 調査・ 研究を行う 。 

②  樹木等の種類や推定年齢など、 新たに調査するこ と により 現状の把

握と 公園に相応し い植樹計画の提案と 計画的な植樹等の実施により 利

用促進を図る。  



③  緑地の管理については、 樹木医による定期的な点検や専門知識を 有

する 有資格者によ る 日常的な巡回と 点検によ り 状況の把握と 適切な

維持管理を進める。  

④  緑地において、 府民及び自然活動関連団体が活動できる環境整備を

進め、 府民参画の森づく り に取り 組む。  

       ⑤  府民スポーツ広場の植樹活動を 府民の方々や利用団体等と の協働に

より 、 自然環境の回復と 日陰の確保を積極的に進める。  

2 公園管理の充実 

( 1)  適切な運営管理        

京都府から 指定管理者と し て指定を受けた施設の適切な管理運営を  

行い、 利用者に安全・ 安心で快適な空間と 質の高いサービスを 提供す

る。

       ①  大規模災害時の物資集積場所や被災時の避難収容場所に指定さ れ、

災害時における行政と の連携を 強化する。

② 大規模災害時対応マニュ アル、 テロ対策等について、 京都府関連機

関と の調整を 行う と と も に、 各種訓練等について協力・ 実施する。

③  安全・ 安心な施設や施設老朽化に伴う 改善・ 改修について、 競技団

体や利用者から の意見を まと め、 指定管理者と し て京都府への提案と

協議を 進める。

④  公園施設の課題等の情報共有を 進めるため、 現在職員間で実践し て

いる「 公園管理システム（ 公園 Not e）」 を 公園利用者や地域の方々も

参画し ていただけるシステムの運用開始を目指す。  

⑤  ホームページ（ WEB） を活用し た公園意識調査を実施に取り 組む。

⑥  ホームページの多言語化や自主事業コ ンテンツのリ ニュ ーアル、 Ｓ

Ｎ Ｓ の活用など広報の拡充を図る。

( 2)  施設の有効活用 

公園の施設と 設備を有効に活用し 、 利用促進に努める。

① 施設の効率的・ 効果的かつ円滑な運営を 図るため、施設利用調整基準

を 定め公平性・ 公共性・ 透明性を 確保すると と も に、 山城（ 広場） と 伏

見の利用調整の一元化を さ ら に進める。  

②  スポーツ 施設及び自然ゾーンの有効活用によ り 幅広いサービスの提

供を 行い施設の利用効率の向上を 図る。  

③  陸上競技場照明設備を 活用し て利用時間の拡大と 平日利用の促進を

進める。  

④  大型物置やロ ッ カ ー等の拡充により 、 各種大会での利便性の向上を

図る。  

⑤  レ ンタ ル事業者と の連携による 貸出用品の拡充を 図り 、 イ ベン ト 開

催者へのサービス向上を 図る。

⑥  プール未利用期間（ 10 月～4 月） の更衣棟（ 更衣室、 温水シャ ワー、

ロ ッ カ ー） を 開放し 、 利用者サービ スの向上によ る利用促進を 図る 。 

⑦  伏見港公園において営業時間前の更衣室・ シャ ワールームを ラ ンニ

ング・ ウォ ーキングステーショ ン と し ての開放に向けて検討する。（ 朝

活応援）  



⑧  公園ウエディ ングなど新し いニーズの公園利用を 誘致し 利用促進を

図る。  

⑨  府民参画による公園の利活用について準備を 進める。  

⑩  野外ステージや伏見港公園の自由広場を 利用し 、 京都府内で活動さ

れている 音楽グループや高校生軽音楽サーク ル等の発表の場と なるイ

ベン ト 等の開催によ る新たな来園者の獲得を 目指すと と も に来園者の

方々に楽し んでいただく イ ベント を開催する。  

⑪  地域振興に係る事業や施設と 自然ゾーンを 融合し たイ ベン ト の参画

により 利用促進を 図る。  

Ⅱ 事業内容 

新規事業及び重点取組み項目 

    公園への来園がスポーツ活動のき っ かけづく り と なるため、 健康づく り と スポ

ーツ人口の拡大及び生涯スポーツの推進を図るこ と を 目的に新規事業及び推進項

目への取り 組みを 進めます。  

山城総合運動公園 

項    目 内        容

ジュ ニアの育成事業 

重 

・ 京都府中学校体育連盟と 太陽が丘スポーツ ク ラ ブ の連
携に よ る ス ポーツ 参加機会の拡大と 競技力向上を 図
る 。（ 学校体育と 社会体育の連携により 地域で子ども た
ち の健全育成と スポーツ 活動及び競技力の向上に取り
組む）  

・ 新規種目の拡大に向けて取り 組む

推 

・ ジュ ニア対象スク ール 
・ 年間を 通し た継続的な活動に向けて取り 組む。  
・ 地域のク ラ ブチームと の連携 
・ 中学校体育連盟と の連携拡大  

・ 引率保護者のスポーツ 活動を 推進し 、スポーツ 人口の拡
大を 図る 。  

新 
・ ラ ン バイ ク によ る バラ ン ス感覚の養成と 自転車へのス

ムーズな移行、 交通安全への取り 組みを 進める。  

保育ルームの拡充

推 
・ 保育園、幼稚園など若い子育て世代への案内や広報活動 

の拡充等によ り 参加者の拡大を 目指す。  
（ スク ール専用ｺﾝﾃﾝﾂの立ち 上げ、 SNS の有効活用等）  

ビ ジタ ー制度の見直し

推 

・ 新規登録希望者に対し ての初回無料体験制度について、
継続実施し 会員増に取り 組む。  

・ 都合に合わせた参加が可能と なる よ う ビ ジタ ー制度を
継続実施する 。  

競技力向上 

重 

・ 2020 東京オリ ン ピ ッ ク ・ パラ リ ン ピ ッ ク 、 2021 ワール
ド マスタ ーズゲームに向けて、 スポーツ 人口の拡大と
アスリ ート の育成に向けて取り 組む。  

「 スポーツ ・ 緑化基金事業」 ※ １  

「 スポーツ 支援事業」 ※ ２  

福島県と の交流 
推 

・ 福島県と のスポーツ・ 緑化交流を 通し て、子ども 達の健
全育成を 図る 。「 青少年交流事業」 ※ ３

生涯スポーツ の推進・ 拡充 

推 
・  
新 

・ ニュ ースポーツ の普及、 拡充 
・ 生涯スポーツ の普及に向けて、フ ラ イ ン グディ スク イ

ベン ト を 定期開催する 。  
 ・ スロ ーエアロ ビッ ク の年間継続と 普及を 図る 。  
 ・ スラ ッ ク ラ イ ン 、 パド ルボード 、 ラ ン バイ ク 等、 話題

のスポーツ等に取り 組む。  

推 
京都府総合型地域スポーツ ク ラ ブ 連絡協議会と の連携事
業の拡充に取り 組む。  



項    目 内        容 

イ ベン ト 事業、 競技会と の
関連事業

新 

・ フ ード コ ート 事業 

行楽シーズン やイ ベン ト 、 競技会開催時に飲食の提供 

・ レ ン タ ル事業 

大規模行事、 イ ベン ト 開催時に必要な資材についてワ 

ン スト ッ プサービ スの実施 

イ ベン ト 事業、 競技会と の
関連事業

推 

・ 公園音楽会 

 野外ステージを 活用し 地元で活動し ている グループの

発表の場を 提供する ため、 オフ ィ シャ ルサプラ イ ヤー

と 連携し て広報活動の充実を 図る 。  

公園の賑わいの創出 

推 

・ 公園の賑わいの創出に向け、 新たな団体と の連携によ

る イ ベン ト 開催を 進める。  

（ 大学コ ン ソ ーシアム京都、 ラ ン ニン グイ ベン ト 団体、 音楽

活動団体、 地域でのイ ベン ト 活動関係団体等）

推 
関西ワールド マスタ ーズゲームズ開催に向け、 機運を 盛

り 上げる ためフ ラ イ ン グディ スク イ ベン ト の定期開催

緑化の推進 

新 

公園の半分を 占める 樹林地の資源を 活用し 、 地球温暖化

防止、 森林の育成と 活用が循環する 社会の実現、 生物多

様性の保全等を 目的と し た木質バイ オマスの活用につい

て、 社会化実験の実施と 調査・ 研究を 行う 。

推 
府民の緑化活動への範囲を 広げ、 緑化の推進に取組む。  

専門家の導入など 、 適正管理に取り 組む。  

伏見港公園   

項    目 内        容 

地域と の連携事業 
魅力ある 公園づく り

重 

・「 こ ども フ ェ スタ 」 新設。 警察、 消防や団体と の連携に

よ り 、子ども 達が親子で楽し く 学ぶ、遊ぶ、体験を 提供 

・「 伏見港まつり 」 を 夏・ 春（ H31） に開催予定 

地元団体と の連携によ り 公園の賑わいの創出と 地域力

向上を 図る 。  

・ 焼き いも イ ベン ト で地域連携事業を 進める 。  

水泳教室の参加方法の 
見直し  新 

・ ビ ジタ ー参加制度や途中入会制度の拡大

技術系教室にも 取り 入れ、 さ ら に参加し やすい事業を

目指す。  

体験参加の導入 

推 
・ 新規登録者拡大のため、 初回無料体験制度導入に向け

て取り 組む。  

イ ベン ト 事業、 競技会と の
関連事業

新 

・ フ ード 事業 

行楽シーズン やイ ベン ト 、 競技会開催時に飲食の提供 

・ レ ン タ ル事業 

大規模行事、 イ ベン ト 開催時に必要な資材についてワ 

ン スト ッ プサービ スの実施 

親子で楽し む事業の拡充 

推 

・  
新 

・「 親子ニコ ニコ 体操」 の定期開催 

・「 水辺の見学会」 で、 引率の保護者を 共に学ぶ形に変更

し 、 親子での活動の場を 広げる。  

・「 親子で楽し むネイ チャ ーゲームの世界」 を 実施する  

新たな事業の実施 
・ ゆる やか健康教室 

新 

・ 運動初心者や運動から 離れていた方に運動の場を 提供

し 、 心身を リ フ レ ッ シュ する こ と によ り 、 健康に対す

る 意識の向上を 図る。  



※ １ 東京オリ ンピッ ク ・ パラ リ ン ピッ ク 、 関西ワールド マスタ ーズゲームズに向

けた取組

【 スポーツ・ 緑化基金事業】

2020 年 東京オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピッ ク の開催に向け、 プレイ ベ

ント 等の開催により 府民のスポーツ熱を盛り 上げるため、「 スポーツ・ 緑

化基金」 を創設し ており 、 各団体と の企画・ 調整を行い開催に向けて準

備を 進める。  

また、2021 年にはワールド マスタ ーズゲームズでフ ラ イ ングディ スク

競技の太陽が丘開催が決定し た。 こ のビッ グイ ベント を成功裏に収める

ためにも 、 関係団体と 連携し フ ラ イ ングディ スク イ ベント の開催と 周知

に努める。  

※ ２  競技力向上の普及・ 啓発を 目的と し た事業

【 スポーツ支援事業】  

スポーツ団体等が積極的にスポーツの普及・ 啓発事業を 積極的に実施

でき るよう 資金や施設面において支援を行う 。  

山城総合運動公園

実施団体 事   業   名 開催予定日 

京都陸上競技協会 第４ 回太陽が丘陸上競技場 ナイ タ ー中長記録会 9 月 8 日 

京都障害者 

スポーツ 振興会 

パラ リ ン ピ ッ ク にチャ レ ン ジ陸上体験会 11 月 24 日 

パラ リ ン ピ ッ ク にチャ レ ン ジ水泳体験会 ・ ・ ・  

京都府中学校体育連盟 京都中学生 ATHLETE 競技力向上プ ロ グラ ム I N太陽が丘 1 月 19 日 

京都府中学校体育連盟 コ ーチン グプロ グラ ム I N 太陽が丘 2 月 16 日 

京都府スポーツ 少年団 

京都府中学校体育連盟 

京都府高等学校体育連盟

小学生・ 中学生・ 高校生の休み期間のスポーツ 活動

支援 

春休み 

夏休み 

冬休み 随時

※ ３ 福島県と の交流を 目的と し た事業

【 青少年交流事業】  

      平成 23 年度から 実施し ている福島県と の交流事業について、 スポーツ

と 緑化活動を通し て相互の交流を 広げ青少年の健全育成に取り 組む。

開催場所 事  業  名 開催予定時期

山城総合運動公園

福島県内の小学生と スポーツ・ 緑化を 通し ての

交流

（ サッ カ ー、ソ フ ト ボール、ミ ニバスケッ ト ボール）

8 月 17 日（ 金）

～19 日（ 日）



1.  公益目的事業 

( 1) スポーツ振興事業

当公社スポーツ振興計画により 、 スポーツ環境の整備を通し て、 明るく

活力に満ちた府民生活の実現、 府民の健康づく り や豊かなスポーツラ イ フ

の実現を目指す。

公園への来園者がスポーツ活動のき っ かけづく り と なるため、 メ ニュ ー・

プログラ ムは、 広く 府民の方々が参加でき るよう 多種多様なプログラ ムを

設定し 、 き っ かけから 自主活動の支援までを 行う 。

 1) スク ール事業

だれも が、 健康で明る く 活力に満ち た生活を 送る こ と ができ る よう 、

個々の目的に応じ て日常的にスポーツ に親し むこ と ができ る環境づく り

を行い、 スポーツの日常化に向けて取り 組む。

① 幼児期から 少年期（ 4 歳～12 歳まで） に運動能力や体力の向上を 図ると

と も にスポーツの楽し さ を体験できるよう「 き っ かけ」の場を充実さ せる。

② 中・ 高年のスポーツ活動では、 健康の維持・ 増進と と も に体調管理能力

を養い、 いつまでも 自分の足で歩き 続けていく ために、 運動機能を 長持ち

さ せ、 ロコ モティ ブシンド ロームを予防し 、 健康長寿社会の実現に向けて

の環境整備と プログラ ムの提供を 行う 。

③ 保育ルームの設置プログラ ムを 今後さ ら に充実し 、 女性が参加し やすい

環境づく り と 参加ニーズの掘り 起こ し に力を 注ぐ 。

2) 教育機関と の連携事業

    スポーツ活動の継続を支援するため、 学校教育と の連携を広げ、 子ども

たちの健全育成と スポーツ活動及び競技力向上を地域で取組み、また指導

者の養成・ 育成を 図る。  

学校体育と 社会体育の連携事業のモデルケースと なるよう 充実を図る。   

3) 障がい者支援事業

誰も が利用でき る 施設と し て障がい者も 安心し て活動でき る スポーツ

の普及・ 振興を 図ると と も に、利用環境の改善のため関係団体等の協力を

得て行っ たハード ・ ソ フ ト 両面での現状調査を 踏まえ、現状の改善と 利用

の促進に向け取り 組む。  

  また、 障がい者と 健常者が一緒に活動でき る プロ グラ ムの実施に向けて

京都府総合型地域スポーツ ク ラ ブ山城ブロ ッ ク 連絡協議会及び関係団体

と 協議し 、 実施に向けて取り 組む。  

4) 自主活動支援事業

当公社が管理運営する 公園を フ ィ ールド と し て自主的に活動し ている

スポーツ団体等に対し て、 活動の場や情報の提供、 相談など側面的な支援

を 行う 。  



○ 幅広い年齢層の方々の健康の増進を 目的と し た事業  

開催場所 事   業   名 開催予定時期 回数 

山城総合運動公園 

テニス ベーシッ ク 、 エン ジョ イ （ 月）  

（ 保育ルーム設置）  

春・ 秋・ 冬 22 

テニス ベーシッ ク 、 エン ジョ イ （ 水）  

（ 保育ルーム設置）  

春・ 秋・ 冬 22

テニス ベーシッ ク 、 エン ジョ イ （ 金）  

（ 保育ルーム設置）  

春・ 秋・ 冬 22

―テニス（ 月 夜間）  春・ 秋・ 冬 22

―テニス（ 水 夜間）  春・ 秋・ 冬 22

成人水泳（ 火）（ 保育ルーム設置）  春・ 秋 13 

ヨ  ガ 通 年 45 

バド ミ ン ト ン （ 保育ルーム設置）  春期は伏見港

会場で開催 

31 

バレ ーボール（ 保育ルーム設置）  30 

エアロ ビ ク ス（ 保育ルーム設置）  春・ 秋・ 冬 34 

伏見港公園 

テニス教室（ 月）  春・ 秋・ 冬 24 

―テニス教室（ 火 夜間）  春・ 秋・ 冬 16 

ら く ら く ヨ ガ 春・ 秋・ 冬 38 

ゆる やか健康教室 春・ 秋・ 冬 30 

―成人水泳教室（ 火 午前・ 夜間） 春・ 秋・ 冬 各 34

はじ めて平泳ぎ・ バタ フ ラ イ  春・ 秋・ 冬 36 

ら く ら く 水泳術 春・ 秋・ 冬 34 

ほぐ し てアク ア 春・ 秋・ 冬 18 

○ 児童の健全な育成を 目的と し た事業 

開催場所 事   業   名 開催予定時期 回数 

山城総合運動公園 

陸 上 競 技 通年 34 

ジュ ニアサッ カ ー 通年 34 

ジュ ニアバスケッ ト ボール 春・ 秋・ 冬 32 

親子テニススク ール 春・ 秋・ 冬 28 

ジュ ニアト ラ イ アスロ ン  夏 5 

キッ ズ水泳（ 火）  春・ 秋 13 

キッ ズ水泳（ 金）  春・ 秋 13 

キッ ズ水泳夏季短期 夏 2 期 11 

ジュ ニア水泳（ 火）  春・ 秋 13 

ジュ ニア水泳（ 金）  春・ 秋 13 

ジュ ニア水泳夏季短期 夏 2 期 11 



開催場所 事   業   名 開催予定時期 回数 

伏見港公園 

幼児水泳教室（ 月・ 水・ 金）  春・ 秋・ 冬 各 34 

少年少女水泳教室（ 月・ 水・ 金）  春・ 秋・ 冬 各 34 

水泳夏季短期集中Ⅰ・ Ⅱ・ Ⅲ・ Ⅳ 夏 各 5 

ジュ ニアテニス教室（ 低学年）（ 火）  春・ 秋・ 冬 32 

ジュ ニアテニス教室（ 低学年）（ 土）  春・ 秋・ 冬 32 

ジュ ニアテニス教室（ 高学年）（ 木）  春・ 秋・ 冬 32 

ジュ ニアテニス教室（ 高学年）（ 土）  春・ 秋・ 冬 32 

夏季短期ジュ ニアテニス教室（ 低学年）  夏 5 

夏季短期ジュ ニアテニス教室（ 高学年）  夏 5 

ジュ ニアバレ ーボール教室 春・ 秋・ 冬 38 

ニガテチャ レ ン ジ教室 春・ 秋・ 冬 38 

親子で水遊び 夏 3 

体操教室（ 年少コ ース、 年中・ 年長コ ース）  春・ 秋・ 冬 各 38 

体操教室（ 小学生コ ース）  春・ 秋・ 冬 38 

幼児サッ カ ー教室 春・ 秋・ 冬 28

少年少女サッ カ ー教室 春・ 秋・ 冬 28

○ 中高年の健康の維持・ 増進を目的と し た事業  

開催場所 事   業   名 開催予定時期 回数 

山城総合運動公園 

さ わやか健康（ 月）  通年 40 

さ わやか健康（ 水）  通年 45 

スト レ ッ チ＆軽運動（ 保育ルーム設置）  春・ 秋・ 冬 39 

体と 心の健康体操Ⅰ 通年 45 

体と 心の健康体操Ⅱ 春・ 秋・ 冬 41 

スロ ーエアロ ビ ク ス 春・ 秋・ 冬 39 

シニアテニスク ラ ブ（ 月）  春・ 秋・ 冬 22 

シニアテニスク ラ ブ夏季短期（ 月）  夏 6 

府民スポーツ 広場 グラ ウン ド ゴルフ のつどい（ 火・ 水）  通年 79 

伏見港公園 

シニアアク ア＆ウォ ーク  春・ 秋・ 冬 34 

シニアテニス教室 春・ 秋・ 冬 24 

シニア健康教室 春・ 秋・ 冬 38 

シルバー水中運動 春・ 秋・ 冬 34 

シニア水泳教室 春・ 秋・ 冬 34 

グラ ウン ド ゴルフ を 楽し む日 春・ 秋・ 冬 38 



○ 自主活動の支援を目的と し た事業   

開催場所 事   業   名 開催予定時期 

山城総合運動公園 

京都府中学校体育連盟
連携事業 

施設の優先利用 
練習機会の拡大 
競技力の向上 

通年 

太陽が丘
ジョ ギン グク ラ ブ 

施設の優先利用 
ミ ーテ ィ ン グルーム
の無償提供 

通年 

開催場所 事   業   名 開催予定時期 回数 

伏見港公園 

登録テニス大会 
施設の優先利用 
登録ク ラ ブ協議会の 
運営サポート  

5 月・ 11 月 5 

登録バレ ーボール大会 11 月 2 

登録バド ミ ン ト ン 大会 11 月 1 

バレ ーボール審判講習会 施設の優先利用 春 1 

ゲート ボール大会 活動場所の優先提供 春・ 秋・ 冬 10 

き ょ う も 元気に 
ラ ジオ体操！

ラ ジ オ 体操定時放送
提供と 啓発活動

通年 毎日

エン ジョ イ 健康ク ラ ブ ニュ ースポーツ の活動 通年 ・ ・  

4) イ ベント 事業

 スポーツの普及・ 振興を 目的と し た事業 

        公園への来園がスポーツ活動へのき っ かけづく り と なるため、 公園の

特性を生かし 、 気軽にスポーツ親し むこ と ができ るイ ベント を 関係団体

と の連携により 実施し 利用促進を 図る。  

 また、 京都府内に本拠地を置く プロスポーツ団体と の連携を 深め、 ト

ッ プ選手やコ ーチと ふれあう 機会を拡充する。

開催場所 事   業   名 開催予定時期 回数 

山城総合運動公園 

京都サン ガＦ . Ｃ . 共催 

親子ふれあいサッ カ ー 

5 月 12 日 

9 月１ 日 
2 

アク アスロ ン 講習会 
7 月 22 日 

8 月 19 日 
2 

太陽が丘アク アスロ ン 大会 9 月 2 日 1 

太陽が丘シニアテ ニス大会 
9 月 13 日 

10 月 4 日 
2 

スポーツ カ ーニバル及び関連イ ベン ト  10 月 8 日 1 

スポーツ  レ ク リ エーショ ン フ ェ スタ  

（ 京都府レ ク リ エーショ ン 協会共催）  

5 月 27 日 

10 月 28 日 
2 



開催場所 事   業   名 開催予定時期 回数 

山城総合運動公園 

フ ァ ミ リ ープール内イ ベン ト （ 複数回、 種目）  8 月 ・ ・  

京都フ ロ ーラ ふれあい野球教室 夏 1 

弓道体験会 通年 11 

グラ ウン ド ・ ゴルフ 大会 
5 月 28 日 

9 月 3 日 
2 

フ ラ イ ン グディ スク イ ベン ト 春・ 秋 4 

ノ ルディ ッ ク ウォ ーキン グ 秋 1 

コ ン ディ ショ ニン グサポート 講座 春・ 秋 2 

京都府民総合体育大会オープニングイ ベン ト  

関連事業 
10 月 28 日 1 

陸上競技場無料開放 1 月 14 日 1 

関西ワールド マスタ ーズゲームズに向けた 

普及・ 連携事業 
春・ 秋 2 

京都府総合型地域スポーツ ク ラ ブ 

連絡協議会連携事業 
秋 ・ ・  

府民スポーツ 広場 

みど り が丘グラ ウン ド ・ ゴルフ 大会 5 月 12 日 1 

みど り が丘グラ ウン ド ・ ゴルフ のつどい 

交流大会 

6 月 12 日 

10 月 2 日 

11 月 6 日 

2 月 26 日 

4 

伏見港公園 

スポーツ を 楽し む日 秋・ 冬 10 

障がい者水泳のつどい 春・ 秋・ 冬 10 

シニアスポーツ デー 秋・ 冬 10 

シニア健康講座 冬 1 

プールフ ェ スタ （ アク アフ ェ スタ ）  11 月４ 日 1 

水球体験会 ・ ・  ・ ・  

みなと げんき 広場 春・ 秋・ 冬 4 

親子ニコ ニコ 体操 春・ 秋・ 冬 ・ ・  

おそと  de ヨ ガ 春・ 秋 ・ ・  

( 2) 地域振興事業

地域と の連携・ 協働の拡充により 、 魅力ある公園づく り と 地域の活性化

につながる 事業の展開に取組み、 利用促進を 図る。

また、 地域振興・ 地域活性に係るイ ベント や事業、 地元観光事業者等連

絡会議に積極的に参画し 、 地域社会への貢献度を高める。  

さ ら に、 地域で活動さ れている 団体等の活動フ ィ ールド と し て公園施

設を 積極的に提供し ていく と と も に、公園の魅力向上と 多様なニーズの掘

り 起し 、府民参画による公園の利活用を推進するため、ワーク ショ ッ プの

開催に向けた準備を進める。  



1)  公園の賑わいの創出を目的に地域と 連携し た事業  

開催場所 事   業   名 開催時期 連携団体 

山城総合運動公園 

桜 お花見関連事業 

（ お茶席、 ウォ ーク ラ リ ー等）  

4 月 京都府茶業会議所 

他 連携団体 

宇治太陽が丘 

スイ ート リ レ ーマラ ソ ン 
4 月 22 日 宇治市土産品組合 

宇治市こ ども まつり  5 月 27 日 宇治市こ ど も まつり  

実行委員会 

京都府宇治警察署啓発事業連携 4・ 5・ 8 月 京都府宇治警察署 

みど り の中 de ミ ニコ ンサート  春・ 秋 宇治市福祉ｻー ﾋﾞ ｽ公社 

宇治市ﾌｫ ｸーｿﾝｸﾞ 愛好会 For ver  Fol k ピ ク ニッ ク  

i n 太陽が丘 

秋 

Ｓ Ｌ 見学会 

Ｊ Ｒ ふれあいコ ーナー 
5 月 

太陽が丘Ｓ Ｌ 保存会 

Ｊ Ｒ 宇治駅

ミ ニ機関車 乗車会 5 月・ 10 月 京都府立田辺高等学校

“ ”  みど り の中で 遊ぶ芸術祭 春・ 秋 京都嵯峨美術大学

大学コ ン ソ ーシアム京都連携事業 春・ 秋 大学コンソーシアム京都 

アカ ペラ コ ン サート  春・ 秋 同志社大学 

アカペラサークル One Voi ce

森脇健児リ レ ーマラ ソ ン  6 月 24 日 松竹芸能

公園音楽会 春・ 秋 ふたば楽器店との連携事業

フ ァ ミ リ ープールプレ オープン  7 月 13 日 宇治市・ 城陽市 

京都文教短期大学連携事業 

サバイ バルゲーム 
秋 京都文教短期大学

宇治市民スポーツ まつり  

及び関連事業 

10 月 8 日 宇治市生涯学習課 

他 関連団体

京都ご当地グルメ リ レ ーマラ ソ ン 10 月 28 日 京都府総合型地域 

ｽﾎ゚ ﾂーｸﾗﾌﾞ 連絡協議会 

京都府体育協会

フ ァ ミ リ ープール内紅葉鑑賞 11 月  

あすＫ ｙ ｏ フ ェ スタ （ 予定）  11 月 23 日 京都府立植物園での 

イ ベン ト への参加

宇治川マラ ソ ン  2 月 24 日 宇治市体育協会 他

ラ ン タ ン イ ベン ト  

（ 3. 11 震災復興関連イ ベン ト ）  
3 月 11 日 

京都府総合型地域ス

ポーツ ク ラ ブ 連絡協

議会山城ブロ ッ ク  

太陽が丘フ ォ ト ギャ ラ リ ー 通年 府民参加型事業 



開催場所 事   業   名 開催時期 連携団体 

伏見港公園 

こ ど も フ ェ スタ  5 月 13 日 京都府伏見警察署 

京都府伏見消防署 

NPO法人伏見観光協会 

京都府ﾚｸﾘｴ ｼーｮﾝ協会 

京都府ｼｪｱﾘﾝｸﾞ ﾈｲﾁｬｰ

協会 

伏見港まつり  

（ 手作り 市、パン まつり 、ステ ージ など ）

7 月 8 日 

3 月 16 日 

地元商店 

伏見区役所 

ﾋﾟ ｱﾋﾟ ｱｺﾐｭﾆﾃｨ ｻーﾎ゚ ﾄー

合同会社 

地域連携イ ベン ト  

 ・ 伏見盆踊り   

8 月 3 日 板橋婦人会、 実行委

員会

伏見ウォ ーク ＆サーチ 

（ 伏見探検隊）  

10 月 28 日 京都教育大学 

NPO法人伏見観光協会 

焼いも 体験会 
12 月 2 日 ﾋﾟ ｱﾋﾟ ｱｺﾐｭﾆﾃｨ ｻーﾎ゚ ﾄー

合同会社

We L ove F u sh i m i  ﾄﾞ ｯﾁﾞ ﾎ゙ ﾙー大会 12 月 22 日 
We L ove F u sh i m i  

ﾄﾞ ｯﾁﾞ ﾎ゙ ﾙー実行委員会 

新春 初泳ぎ 1 月 4 日 

2)  近隣の学校や地域、 大学と 連携し た事業

開催場所 事   業   名 開催予定時期 回数 

山城総合運動公園 

フ ァ ミ リ ープールプレ オープン  7 月 13 日 1 

職場体験学習 

イ ン タ ーン シッ プ 

職場体験演習 

ボラ ン ティ 実践活動（ 支援学校等）  

春・ 秋 

青少年交流事業（ 同志社大学ほか）  8 月 2 日～4 日 1 

伏見港公園 
職場体験学習 

イ ン タ ーン シッ プ 
通年 ３  

 ( 3) 緑化推進事業

計画的な緑化を推進し 、 緑豊かな森への再生による 魅力ある公園づ

く り を 進め、 自然と ふれあう 機会の拡充により 健全な心身の育成を 図

る。  

さ ら に、 親子のふれあいや緑化推進、 自然観察など気軽に参加でき るイ

ベント を関連団体と の連携事業の拡充により 進める。  



① 公園の半分を占める樹林地の資源を活用し 、地球温暖化防止、森林の育

成と 活用が循環する 社会の実現、 生物多様性の保全等を 目的と し た木質

バイ オマスの活用について、 社会化実験の実施と 調査・ 研究を 行う 。

② 樹木等の種類や推定年齢などを 新たに調査し 、 現状の把握と 公園に相

応し い植樹計画の立案と 計画的な植樹等により 利用促進を 図る 。  

③  公園オフ ィ シャ ルサプラ イ ヤー制度の導入により 、 樹名板の設置や植

樹など府民参画の公園づく り に取り 組む。  

     ④  山城総合運動公園で成長し た苗木を利用団体などと と も に府民スポー

ツ広場に植樹し 、 自然環境の回復と 日陰の確保を進める。  

⑥ 山城総合運動公園では、公園の約半分を占める自然林の環境を整備する

こ と で、 生息する数多く の野鳥や飛来する渡り 鳥が生息する環境を守る 。

⑥ 京都Ｓ Ｋ Ｙ センタ ー、 フ ォ レ スタ ーう じ 、 京都モデルフ ォ レスト 協

会、 公園ボラ ンティ ア、 京都野鳥の会などと の協働による「 緑の活動」

を 進めており 、 団体間の連携を 深めたパーク マネージメ ント を 推進す

る。

⑦  緑地の管理については、 樹木医による定期的な点検や専門知識を 有す

る 有資格者によ る 日常的な巡回と 点検によ り 状況の把握と 適切な維持

管理を進める。  

⑧ 伏見港公園は京都市の南西部に位置し 総面積は 3.74ha、 隣接する「 伏

見みなと 公園」 と 一帯で府民の憩いの場と なるよう 、公園緑化の推進と 緑

化の啓発を 行っ ていく 。

⑨  エコ キャ ッ プ活動への参加、ゴミ の持ち帰り 推進による減量化など、ゴ

ミ のリ サイ ク ル化と 社会貢献事業を推進する。

○ 緑化の推進と 啓発、 自然と の触れ合いを 目的と し た事業  

開催場所 事   業   名 開催予定時期 回数 

山城総合運動公園 

桜 ウォ ーク ラ リ ー 3 月下旬～4 月上旬 

緑のウォ ーク ラ リ ー 4 月 29 日 1 

小枝のク ラ フ ト  4・ 5・ 9・ 10 月 8 

夏休み親子ク ラ フ ト  8 月 1 

おり がみヒ コ ーキを 作っ てと ばそう  4・ 5・ 10 月 5 

ツ リ ーク ラ イ ミ ン グ 5 月 27 日

6 月 10 日

10 月 8 日 

3 

探 鳥 会 5 月・ 9 月・ 3 月 3 

水生昆虫を 調査！ 5 月 1 

夏の昆虫採集（ 夜間）  8 月 1 

緑化のつどい 秋 1 

落ち 葉を あつめて ほく ほく 焼いも ！ 2 月 1 

公園ボラ ン ティ ア（ 緑の活動・ Ｓ Ｌ ）  通年 



開催場所 事   業   名 開催予定時期 回数 

山城総合運動公園 

京都Ｓ Ｋ Ｙ セン タ ー協働事業（ 森の活動）  通年 

フ ォ レ スタ ーう じ 協働事業（ 森の活動）  通年 

京都モデルフ ォ レ スト 協会（ 森の活動）  通年 

府民スポーツ 広場 みんなで植樹活動 通年 

開催場所 事   業   名 開催予定時期 回数

伏見港公園 

水辺の見学会 6 月 17 日 

9 月 23 日 

2 

ネイ チャ ーク ラ フ ト  8 月・ 11 月 2 

親子で楽し むネイ チャ ーゲームの世界 5 月・ 11 月 2 

( 4) 施設貸与事業

京都府から 指定管理者と し て指定を 受けた施設の適切な管理運営を 行

い、 利用者に安全・ 安心で快適な空間と 質の高いサービ スを 提供する 。  

①  新設さ れた陸上競技場夜間照明を 活用し て利用時間の拡大と 平日の利用

促進に努め、 京都府南部地域の競技力向上と 生涯スポーツ の推進に取り 組

む。  

② 公園の魅力向上と 多様なニーズの掘り 起し 、府民参画による公園の利活用

を 推進するため、 ワーク ショ ッ プの開催に向けた準備を進める。

③ 大型物置やロッ カ ー等の拡充やプール未利用期間（ 10 月～4 月） の更衣棟

（ 更衣室、 温水シャ ワー、 ロ ッ カ ー） を開放により 、 利便性の向上に取り 組

み利用促進を 図る。

④ プロスポーツ、 プロ興行、 展示会などについても 、 スポーツの普及・ 振興

及び経営基盤の安定のため誘致に力を 注ぐ 。

⑤  公園ウエディ ン グの誘致など新し いニーズの公園利用を 誘致し て利用促

進を図る。  

⑥ 第 3 回全日本女子中学生軟式野球大会、 全国マスタ ーズアルティ メ ッ ト

大会、全日本総合女子ソ フ ト ボール近畿大会やスポーツ支援事業などの大規

模行事の運営サポート を 行う 。

  ( 5) 施設運営事業

      公園運営において、 安全・ 安心で府民に親し まれる快適な空間を提供で

き るよう 適切な維持管理を 進める。

    ①  大規模災害時の物資集積場所や被災時の避難収容場所に指定さ れ、 災害

時における行政と の連携を強化する。



②  安全・ 安心な施設や施設老朽化に伴う 改善・ 改修について、 競技団体や

利用者から の意見をまと め、 指定管理者と し て京都府への提案と 協議を 進

める。

③ 大規模災害時対応マニュ アル、 テロ対策等について、 京都府関連機関と

の調整を行う と と も に、 各種訓練等について協力・ 実施する。

④ 公園スタ ッ フ は、常に利用者目線に立っ た対応を心がけ、快適で利用し や

すい施設運営に努める。

    ⑤  公園施設の課題点の情報共有を 進めるため、「 公園管理システム（ 公園

Note）」 を公園利用者や地域の方々が参加でき るシステム導入と 普及に取り

組む。

  ( 6) 広報活動

      施設内容や自主活動等の情報を リ アルタ イ ムに発信し 、 利用し やすいホ

ームページを運営など季節に合わせた情報提供を定期的に実施すると と も

に、 自主事業専用コ ンテンツを リ ニュ ーアルする。

      また、 ホームページの多言語化、 メ ールマガジンの配信やホームページ

の携帯サイ ト 、 Ｓ Ｎ Ｓ などによる情報発信にも 取り 組む。

  ( 7)  モニタ リ ング

      利用者満足度を向上さ せるため、 ご意見箱やホームページから 幅広く 意

見を収集する。

① 「 公園利用者意識調査（ 満足度調査）」 を 行い、 利用者の要望を具体的に

検証し サービスの向上に取り 組む。

ホームページ（ ＷＥ Ｂ ） を活用し た意識調査を 実施する。  

② 公園外において、来園者以外の公園に関する意識調査を 実施し 、来園者増

への対策を 検討する。

    ③ 公園の入退場調査を実施し 、 来園者の動向を調査する。  

（ 山城総合運動公園における年間を通し ての開園（ 何末年始を 除く ） の

定着による実施検証）



2.  収益事業 

  ( 1) 収１ 事業

駐車場経営、 フ ァ ミ リ ープール及び各種イ ベント へ施設を 貸与する事業

公益目的事業の充実を 図るために、 収益事業により 安定し た経営基盤の確

立が不可欠であるこ と から 、 適切な収益事業を 推進する。

1) 収益施設貸与

   山城総合運動公園、 伏見港公園において、 府民にイ ベン ト を 観覧する

機会を提供すると と も に、 入場料の一部を収益と する。

また、 地元関連団体と の連携によるフ リ ーマーケッ ト や物産展、 空き

施設や閑散期の駐車場を 活用し たイ ベン ト と 物販を 組み合わせた企画

などの検討を 進める。 スク ール事業では上級者を対象と するスキルアッ

プスク ール等を実施する。

○ 夏の野外コ ンサート （ 山城総合運動公園）  

第 2 競技場・ 球技場・ 陸上競技場等を 利用し た野外コ ンサート （ 京

都大作戦） ２ 日間 

2) フ ァ ミ リ ープールの管理運営

 ウォ ータ ーボーイ ズ公演や公認 50ｍプール de タ イ ムアタ ッ ク 、またプ

ールサイ ド を 活用し て健康ブース、 スラ ッ ク ラ イ ン などのイ ベント の実

施やプールを 利用し てのパド ルボード 、 サッ プヨ ガの実施など利用促進

を図る。

山城総合運動公園

  フ ァ ミ リ ープール

造波プール

遊泳・ ト レーニングプール

けい流・ 子供プール

ウォ ータ ーボブスレー

スラ イ ダー

大 人 1 日 1,000 円

高校生 1 日 700 円

小・ 中学生 1 日 450 円

幼 児 1 日 100 円

・ 心身障がい者は、 50％減免

・ 団体割引あり



3) 駐車場の管理運営

来園者の利便の向上のため駐車場の管理運営を 行う 。

 （ 山城総合運動公園及び伏見港公園は有料）

           ※ 山城総合運動公園

平成 25 年 4 月から 送迎等の短時間利用者を 対象に、

同一ゲート から の入退場に限り 30 分未満無料

※ 伏見港公園 

平成 29 年 4 月から 事務手続き 等の短時間利用者を対象

に 30 分未満無料 

     4) ロッ カ ーの管理運営

5)  収益を目的と し たスク ール、 イ ベント  

開催場所 事   業   名 開催時

期 

回数 

山城総合運動公園 

ジュ ニアテニスＡ （ 火・ 水・ 金）  通年 各 36 

ジュ ニアテニスＢ （ 育成ク ラ ス 火・ 水・ 金）  通年 各 36

ジュ ニアテニスＣ （ 中学生 火・ 水・ 金）  通年 各 36

ジュ ニアテニスフ リ ーコ ースＡ ・ Ｂ ・ Ｃ （ 週２ 回） 通年 72 

京都ハンナリ ーズジュニアバスケッ ト ボールスクール 春 36 

京都ハンナリーズジュニアＨＩ バスケッ ト ボールスクール 春 各 36 

京都サン ガＦ ． Ｃ ． キッ ズチダン ススク ール 通年 36 

ウォ ータ ーボーイ ズ 

・ 京都府立山城高等学校 

・ 京都市立西京高等学校 

8 月 1 

山城総合運動公園 収容台数 約 1,300 台

普通車 1 日 400 円

大型車 1 日 1,500 円

伏見港公園 収容台数 約 200 台

普通車 300 円～（ 時間制）

山城総合運動公園 プール内  2,040 口

公園内   50 口

物  置   4 台（ 予定）

大型ロッ カ ー 4 口（ 予定）

伏見港公園
プール・ 体育館・ テニスコ ート

614 口



開催場所 事   業   名 開催時期 回数 

山城総合運動公園 

ダブルダッ チイ ベン ト  

同志社大学 

ダブルダッ チサーク ルし る ぶぶれ

春・ 秋

8 月 
3 

５ ０ ｍプール記録測定会 
７ 月 21 日 

8 月 18 日 
2 

健康ブース 8 月 1 

フ リ ーマーケッ ト  春・ 秋 8 

スラ ッ ク ラ イ ン ク ラ ブ 通年 24

スタ ン ド アッ プパド ルボード ・ サッ プヨ ガ 7 月・ 8 月 2 

ラ ン バイ ク 体験会・ 練習会 通年 6 

スイ ーツ ブース 春夏秋 5 

フ ード コ ート 事業 通年 ・ ・  

レ ン タ ル事業 通年 ・ ・  

公園ウエディ ン グ 春・ 秋 

元気っ 子 集まれフ ェ スティ バル 春 

伏見港公園 

少年少女水泳教室Ｂ （ 月・ 水・ 金）  春秋冬 各 34 

少年少女水泳教室Ｃ （ 火・ 木）  春秋冬 各 34 

ジュ ニアマスタ ーク ラ ス 春秋冬 36

ジュ ニアト ラ イ アスロ ン  春秋冬 37 

４ 泳法レ ッ スン  春秋冬 30 

ワン デーレ ッ スン  春秋冬 39 

―エン ジョ イ テニス（ 水 午前）    春秋冬 32 

―エン ジョ イ テニス（ 木 夜間）  春・ 秋 24 

京都ハン ナリ ーズジュ ニアﾊ゙ ｽｹｯﾄﾎ゙ ﾙーｽｸ ﾙー 通年 36 

京都ハン ナリ ーズジュ ニア HI プ ラ ス ﾊ゙ ｽｹｯﾄﾎ゙ ﾙーｽｸ ﾙー 通年 36 

エン ジョ イ スイ ミ ン グ 春秋冬 34

テニス練習会 春秋冬 21 

水泳記録会 ３ 月 1 

プールフ ェ スタ  （ スイ ムフ ェ スティ バル）  11 月 4 日 1 

水泳ク リ ニッ ク  11 月 18 日 1 

朝活応援 通年 ・ ・ ・  



( 2) 収２ 事業

飲食及び物品販売事業

来園者の利便性向上のためレ スト ラ ン や自動販売機によ る 飲食提供及

び物品の販売を行う 。

イ ベント などに合わせた営業時間の延長、 またフ ァ ースト フ ード の自販

機の設置やスイ ーツなどの販売、 繁忙期の臨時売店の出店など、 利用者ニ

ーズに応えるサービスの提供を 行う と と も に食のイ ベント も 計画する。

また、 利用者サービスの向上に向け、 レンタ ルサービスの充実や自動販

売機（ 飲料） の増設、 移動販売車の誘致等を 推進する。

レ スト ラ ン 山城総合運動公園 1 ヶ 所 150 席

売 店 山城総合運動公園 テイ ク アウト コ ーナー 1 ヶ 所
臨時売店 繁忙日 臨時対応

プール売店 山城総合運動公園 軽食堂 1 ヶ 所、 売店 2 ヶ 所
4 ヶ 所で最大 8,000 人対応

自動販売機 山城総合運動公園 自動販売機 57 台（ 常設 51 臨時 6）
・ 飲料 49 台
・ アイ スク リ ーム 3 台
・ 即席麺 2 台
・ パン 1 台
・ スポーツ 用品 1 台
・ タ バコ  1 台

府民スポーツ広場
自動販売機 4 台
 飲料 4 台

伏見港公園 自動販売機 18 台（ 常設 17 臨時 1）
・ 飲料 14 台
・ アイ スク リ ーム 1 台
・ 即席麺 1 台
・ スポーツ 用品 1 台

弁当販売
山城総合運動公園
伏見港公園（ 弁当のみ）

レ スト ラ ン ほか
大規模行事にも 対応（ 20,000 食まで）

物品販売
山城総合運動公園
伏見港公園

ラ イ ンテープ、 スポーツ用品等

飲食提供
山城総合運動公園
伏見港公園

移動販売車、 食のフ ェ スタ など

Ⅲ 経営基盤の強化 

充実し た公益目的事業を 行う 財源を確保するため、 公益目的事業と のバ

ラ ンスに配慮し つつ、 イ ベント 誘致や飲食物販におけるメ ニュ ーの多様

化、 事務の簡素化、 経費削減やコ スト 意識の徹底など組織・ 体制の再編・

改善と 収益事業の拡大に努め、 将来にわたる安定的な経営（ 財政） 基盤を

確立する。

  また、 コ ンプラ イ アンスの徹底や公園管理における知識や技能の向上に

努めると と も に、 運営ノ ウハウの継承と 錬磨に努め、 安定的に継続可能な

組織づく り と 人材育成に積極的に取り 組む。

上記事業を 着実に遂行し 、 府民から よ り 一層信頼を得るよう 公益法人と

し てふさ わし い透明性の高い組織運営に努める。
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